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               地域福祉課

支部社協紹介

住民に理解され・親しまれる社協を目標に、地域福祉

推進活動に取り組んでいます。

８地区により構成される丹原支部は、各地区で事業

計画を立て、各地区単位で多種多様な事業に取り組ん

でおり、地区により活動内容が異なります。

また、敬老の家事業（前期）についても各地区で取

り組んでおり、会食を中心に、いもだき・そうめん作

り・演芸鑑賞・折り紙・保育園児歌の発表・寸劇・軽

スポーツ・マジックショー等を行っています。

近年では「ふれあい・いきいきサロン」活動に積極

的に取り組み、サロン事業を発展させ、ボランティア

となる人材を育成したいと思います。

今後は、自治会、民生・児童委員会、各種関係福祉

団体等との更なる連携の強化を図り、地域や支部社協

発展に頑張りたいと思います。

1  玉 津　　 8  橘　　  15 多 賀     22 丹 原

2  飯 岡　　 9 氷 見    16 壬生川    23 徳 田

3  西 条　  10 加  茂   17 国 安     24 田 野

4  神 拝    11 大保木   18 吉 岡     25 中 川

5  大 町    12 市之川   19 三 芳     26 小 松

6  神 戸    13 周 布    20 楠 河     27 石 根

7  禎 瑞    14 吉 井    21 庄 内
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丹原支部

■名所等

周ちゃん広場、おしぶの森（福岡八幡神社・生木地蔵）、

久妙寺、観光農園（いちご、ぶどう、イチジク等）等

■地場産業

農業（稲作、裸麦、アスパラ、ブロッコリー、いちご）等

■伝統・行事等

丹原七夕夏祭り（丹原商店街）、おたのもさん、

わごせ（正善寺）、お観音さん　等

■基本情報（平成21年3月現在）

人　口 　：4,960 人

世帯数 　：1,969世帯

自治会数 ：8

施設等   ：丹原高校、丹原東中学校、

　　　　　 丹原小学校、丹原保育園、

　　　　　 地域活動支援センターくろ～ば～

           丹原体育館、丹原総合公園　等

第4号では、道前平野の中央よりやや南西に位置し、山ろくのゆるやかな傾斜地と田園地帯が多く農

業地帯として知られる「丹原支部」を紹介します。

中心となる丹原地区は、古くは中山川沿岸の原野を開拓し周布郡唯一の商業地として発展してきま

した。近年では、近くに今治・小松自動車道の東予・丹原インターチェンジが設置されたり、主要地

方道壬生川・丹原線沿いには様々な店舗が立ち並び賑わっています。

しかし、少子・高齢化、地場産業の衰退、郊外大型店舗化等の時代変化とともに、旧丹原町の中心

である商業地域は退勢しているのが現況です。

支部長　永井　正文

２ ７ 支 部 位 置 図

西条市社協丹原支部

丹原地区はこんなところ



 

　

　

自 慢 の 支 部 事 業

社協からのお知らせ

小地区活性化が地域全体の活性化につながるという理念のもと、主催・協賛事業も含め各地区において多種多様な活動

をされている丹原支部社協ですが、今回は新たなネットワーク・福祉コミュニティづくり（丹原支部社協女性部会の発足）の取

り組みについてご紹介します。

8地区で構成される丹原支部社協では、平成20年度から地区の

リーダー役の女性１６名からなる「丹原支部社協女性部会」を結成

し、新たな地域ネットワークづくりを進め、福祉コミュニティづく

りに取り組んでいます。

各地区において多種多様な活動をしていますが、8地区間の情報

交換・情報共有については以前から不十分な面がありました。

そこで、地区間の情報共有・格差是正を図るため、既存の福祉団

体・ボランティア団体等に加え、平成18年度から展開中の「ふれ

あい・いきいきサロン」（現在20サロンが活動中）のパワーと人

材を活用し、丹原支部社協独自の地域ネットワークづくりをスター

トさせました。

ある地区の「七夕まつり」では、「丹原支部社協女性部会」と

「サロン」が中心的な運営母体となり、参加した小学生約４０名と

ともに、七夕づくりやカレー作り等を行いました。

このような各地区での活動情報が「丹原支部社協女性部会」の

ネットワークを通じて共有され、次の活動に役立ったり、課題発見

につながると思います。

また、敬老の家事業（前期）は例年通り各地区で開催しました

が、10月には「社協丹原支部女性部会」が運営母体となり、支部

全体で初めての敬老の家事業（後期）を開催予定です。

核家族化、少子・高齢化や地場産業の衰退が地域力退勢に起因す

る面もありますが、将来を見据えた①社協会員の育成、②リーダー

の育成、③ボランティアの育成、④防災組織強化を主目的とし、

「ヒト」「モノ」「カネ」「バショ」を十分に活用して少しでも地

域活性化・社協活性化に役立つような福祉コミュニティづくりが出

来ればと日々取り組んでいます。

第６３回共同募金運動が１０月１日から

１２月３１日の期間行われます。

共同募金は社会福祉団体や施設からの申

請を受け、配分先を予定し、目標額を定め

た上で行う計画募金で、社会福祉事業・地

域福祉推進事業を力強く支えています。

共同募金で地域の福祉を充実させるため

積極的な取り組みをお願いいたします。

～ 共同募金委員会からのお願い ～

～丹原支部社協女性部会総会～

～池田地区敬老の家事業～

～ 敬老の家事業助成金交付申請書等の提出について ～

敬老の家事業は平成２０年度から前期と後期に分かれ、２回実

施できます。

10月1日以降に実施される場合は、敬老の家事業（後期）とし

て扱うこととなりますので、２月末日までに実施してください。

なお、地区別で実施される場合は、支部でとりまとめて助成金

交付申請書（実績報告書）の提出をお願いいたします。

　詳しくは地域福祉課（飯尾）までお問合せください。

　　・前期　・・・開催時期（  4/1 ～ 9/30）

　　・後期　・・・開催時期（10/1 ～ 2/28）

～地区七夕まつり～


